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正
木
ゆ
み
一　
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
　
京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』（
内
題
に
よ
る
）
と
い
う
江
戸
時
代
の
版
本
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る（
請
求
番
号　
913
・57/ko87
）。
京
都
女
子
大
学
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
本
書
を
検
索
す
る
と
、「
出
版
情
報
：［
出
版
地
不
明
］：
［
出
版
者
不
明
］［
元
禄
年
間
？
］、（
中
略
）
著
者
名
：
西
川
祐
信
（1670
－1751
）」
と
あ
る
。
こ
の
情
報
に
よ
る
と
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
京
都
で
活
躍
し
て
い
た
浮
世
絵
師
西
川
祐
信
が
作
画
し
た
作
品
で
あ
り
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
祐
信
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
し
か
し
、本
書
を
調
査
し
た
結
果
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
と
い
う
全
五
巻
の
書
と
、西
川
祐
信
画
『
艶
色
玉
簾
』（
享
保
四
年
［
一
七
一
九
］
正
月
刊
、八
文
字
屋
八
左
衛
門
）
の
巻
三
の
み
を
取
り
合
わ
せ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。『
艶
色
玉
簾
』
の
巻
三
巻
末
に
「
大
和
絵
師　
西
川
祐
信
画
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
は
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
「
著
者
名
」
を
西
川
祐
信
と
認
定
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。 ﹇資
料
紹
介
﹈
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
22
　
『
艶
色
玉
簾
』
は
『
妻
愛
色
双
六
』
の
改
題
本
と
推
定
さ
れ
て
お
り）1
（
、
祐
信
が
春
画
を
描
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
浮
世
草
子
の
艶
本）2
（
」
で
あ
る
。
巻
一
の
序
文
で
は
、
役
者
評
判
記
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
確
執
の
あ
っ
た
八
文
字
自
笑
と
江
嶋
其
磧）3
（
の
和
解
に
つ
い
て
記
し
て
い
る）（
（
。『
好
色
安
万
於
布
禰
』
に
取
り
合
わ
せ
ら
れ
た
『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
で
は
、
釣
ら
れ
女
、
蓮
葉
お
じ
ゃ
れ
、
綿
摘
み
女
、
小
歌
比
丘
尼
、
大
黒
、
間けん
短たん
（
下
級
の
私
娼
）、
惣
嫁
と
い
っ
た
好
色
風
俗
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
女
性
達
と
男
性
の
色
事
を
め
ぐ
る
話
（
著
者
未
詳
）
が
、
祐
信
の
春
画
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
。
　
一
方
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
は
、
未
紹
介
の
書
で
あ
り
、『
艶
色
玉
簾
』
と
同
様
、
様
々
な
男
女
の
色
事
を
め
ぐ
る
話
を
、
春
画
と
共
に
描
い
た
「
浮
世
草
子
の
艶
本
」
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス）5
（
」
で
本
書
を
検
索
す
る
と
、「
統
一
書
名　
好
色
あ
ま
を
ぶ
ね
（
こ
う
し
ょ
く
あ
ま
お
ぶ
ね
）／
巻
冊　
五
冊
／
別
書
名
［
1
］
好
色
安
満
於
布
禰
（
こ
う
し
ょ
く
あ
ま
お
ぶ
ね
）
／
分
類　
艶
本
／
成
立
年　
元
禄
年
間
刊
？
／
著
作
注
記
〈
般
〉
日
本
艶
本
目
録
（
未
定
稿
）
に
よ
る）6
（
」
と
あ
る
。「
艶
本
」
と
分
類
さ
れ
る
性
格
上
、
所
蔵
機
関
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
　
春
画
や
艶
本
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
近
年
、
石
上
阿
希
『
日
本
の
春
画
・
艶
本
研
究
』（
平
凡
社
、
平
成
27
・
2
）
が
出
版
さ
れ
、
近
世
文
学
・
文
化
・
出
版
研
究
と
春
画
・
艶
本
研
究
が
分
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
互
い
に
連
続
し
た
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
の
必
要
性
と
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
た
研
究
成
果
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、
石
上
氏
は
、「
日
本
国
内
外
の
研
究
機
関
・
博
物
館
・
図
書
館
や
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
な
ど
が
所
蔵
す
る
資
料
を
対
象
」
と
し
て
、「
近
世
期
に
制
作
さ
れ
た
艶
本
の
所
在
情
報
、
書
誌
情
報
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
た
」「
近
世
艶
本
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス）7
（
」
も
作
成
、
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
、
ま
だ
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
　
ま
た
、
平
成
27
年
秋
に
東
京
の
永
青
文
庫
、
平
成
28
年
冬
か
ら
春
に
か
け
て
京
都
の
細
見
美
術
館
に
て
、
日
本
初
の
「
春
画
展
」（
十
八
歳
未
満
入
場
禁
止
）
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
入
場
者
を
動
員
し
、
話
題
に
な
っ
た）8
（
。
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こ
の
よ
う
に
、
日
本
近
世
文
学
研
究
者
に
よ
っ
て
春
画
・
艶
本
研
究
の
意
義
と
成
果
が
示
さ
れ
、
春
画
・
艶
本
が
展
覧
会
で
公
開
さ
れ
て
盛
況
で
あ
っ
た
近
時
の
状
況
を
踏
ま
え
、
小
稿
で
は
、
未
紹
介
の
艶
本
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
後
述
す
る
が
、
本
書
の
挿
絵
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
江
戸
で
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
菱
川
師
宣
（
元
禄
七
年
［
一
六
九
四
］
没
）
風
の
画
風
で
あ
り
、
本
書
が
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
師
宣
は
、
艶
本
、
春
画
も
多
く
手
が
け
て
お
り）9
（
、
本
人
ま
た
は
そ
の
一
派
の
絵
師
が
本
書
の
挿
絵
を
描
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
稿
者
で
は
明
確
な
判
定
が
で
き
な
い
た
め
、
専
門
家
の
方
々
の
ご
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。
二　
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
と
『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
の
書
誌
　
本
節
で
は
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
と
、
後
半
に
取
り
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
の
書
誌
を
記
す
。
書
誌
で
は
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
は
、『
安
万
於
布
禰
』
と
略
称
す
る
。
□
は
破
れ
を
示
す
。
［
体
裁
］　
半
紙
本
一
冊
。
袋
綴
。
表
紙
は
、『
艶
色
玉
簾
』
の
原
表
紙
（
藍
色
無
地
）。
縦
二
二
・
〇
㎝
×
横
一
六
・
〇
㎝
。
［
題
簽
］　『
艶
色
玉
簾
』
の
原
題
簽
の
一
部
が
、
原
表
紙
に
一
〇
・
〇
㎝
程
度
残
存
。
横
三
・
三
㎝
。
中
央
。「
□
□
玉
す
た
れ
」。
［
匡
郭
］　
『
安
万
於
布
禰
』
→
四
周
単
辺
。
縦
一
八
・
八
㎝
×
一
三
・
五
㎝
。
　
　
　
　
『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
→
四
周
単
辺
。
縦
一
八
・
一
㎝
×
一
三
・
〇
㎝
。
［
行
数
］　
『
安
万
於
布
禰
』
→
（
序
）
一
〇
行
、（
本
文
）
一
二
行
。『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
→
一
〇
行
。
［
丁
数
］　
全
七
二
丁
。
2（
　
　
　
『
安
万
於
布
禰
』
→
五
六
丁
。（
序
）
一
丁
、（
目
録
）
二
丁
、（
巻
一
）
一
〇
丁
、（
巻
二
）
一
三
丁
、（
巻
三
）
一
二
丁
、（
巻
四
）
八
丁
、（
巻
五
）
一
〇
丁
。
　
　
　
『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
→
一
六
丁
。
［
版
心
・
丁
付
］　
『
安
万
於
布
禰
』
→
（
序
・
目
録
・
巻
一
）「
あ
ま
一　
一
～
十
三
」、（
巻
二
）「
あ
ま
二　
一
～
十
三
」、（
巻
三
）「
あ
ま
三　
一
～
十
二
終
」、（
巻
四
）「
あ
ま
四　
一
～
八
□
」、（
巻
五
）「
あ
ま
五　
一
～
十
」。
　
　
　
『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
→
「
色　
三
ノ
巻　
二
、四
～
十
八
」。
［
挿
絵
］　
（
以
下
、
洋
数
字
は
実
丁
数
）『
安
万
於
布
禰
』
→
（
巻
一
）
5
ウ
─
6
オ
［
書
き
入
れ
あ
り
］、
9
ウ
─
10
オ
［
同
前
］、（
巻
二
）
15
ウ
─
16
オ
［
同
前
］、
20
ウ
─
21
オ
、（
巻
三
）
29
ウ
─
30
オ
［
書
き
入
れ
あ
り
］、
33
ウ
─
3（
オ
、（
巻
四
）
39
ウ
─
（0
オ
［
書
き
入
れ
あ
り
］、
（3
ウ
─
（（
オ
［
同
前
］、（
巻
五
）
（7
ウ
─
（8
オ
、
53
ウ
─
5（
オ
。　
　
　
　
『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
→
58
ウ
─
59
オ
、
61
ウ
─
62
オ
、
63
ウ
─
6（
オ
、
66
ウ
─
67
オ
、
69
ウ
─
70
オ
［
書
き
入
れ
あ
り
］、
71
ウ
─
72
オ
。
［
著
者
・
画
師
］　
『
安
万
於
布
禰
』
→
著
者
未
詳
。
序
者
、
林
睡
。
画
師
未
詳
（
菱
川
師
宣
風
か
）。
　
　
　
　
　
　
　
『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
→
著
者
未
詳
。
画
師
、
西
川
祐
信
。
［
目
録
題
］　
『
安
万
於
布
禰
』
→
「
目
録
」、『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
→
な
し
。
［
内
題
］　
『
安
万
於
布
禰
』
→
（
巻
一
）
な
し
、（
巻
二
）「
好
色
安
万
於
布
禰
巻
二
」（
図
1
参
照
）、（
巻
三
）「
好
色
あ
ま
を
ぶ
ね
巻
三
」、（
巻
四
）「
好
色
阿
万
を
婦
禰
巻
四
」、（
巻
五
）「
好
色
安
万
於
布
根
第
五
」。
　
　
　
『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
→
な
し
。
［
刊
記
］　
『
安
万
於
布
禰
』
→
な
し
。
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『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
→
「
つ
ち
の
と
の
亥　

初
春　
大
和
画
師　
西
川
祐
信
筆
［
祐
信
の
印
］」
［
備
考
］　
表
紙
見
返
し
に
、「
丹
後
国
湊
大
向
村
／
木
下
五
良
太
□
」
と
墨
書
あ
り
。
旧
蔵
者
の
署
名
と
推
測
さ
れ
る
。
1
ウ
上
欄
に
「
大
」、
6
ウ
上
欄
に
「
向
」、
10
ウ
上
欄
に
「
村
」、
12
ウ
上
欄
に
「
木
」、
16
ウ
上
欄
に
「
下
」、
18
ウ
上
欄
に
「
五
」（
見
せ
消
ち
）、
19
ウ
上
欄
に
「
五
」、
22
ウ
上
欄
に
「
良
」、
25
ウ
上
欄
に
「
太
」、
28
ウ
上
欄
に
「
丈
」、
31
ウ
上
欄
に
「
為
」、
35
ウ
上
欄
に
「
吉
」、
37
ウ
上
欄
に
「
主
」、
60
ウ
上
欄
に
「
丹
」、
6（
ウ
上
欄
に
「
後
」、
65
ウ
上
欄
に
「
国
」（
見
せ
消
ち
）、
66
ウ
上
欄
に
「
国
」、
67
ウ
上
欄
に
「
湊
」、
70
ウ
上
欄
に
「
湊
」
と
墨
書
。
上
欄
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
見
返
し
に
記
さ
れ
た
旧
蔵
者
の
署
名
と
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
26
ウ
に
、
墨
書
に
よ
る
落
書
き
が
あ
る
。
　
上
記
の
［
体
裁
］［
題
簽
］
よ
り
、京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
は
、『
艶
色
玉
簾
』
の
原
表
紙
を
利
用
し
て
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
全
五
巻
と
、『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
を
取
り
合
わ
せ
た
本
図 1　『好色安万於布禰』（13ウ、14オ）
26
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
取
り
合
わ
せ
本
を
作
っ
て
所
持
し
て
い
た
の
は
、［
備
考
］
に
示
し
た
旧
蔵
者
の
「
木
下
五
良
太
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
艶
色
玉
簾
』
に
つ
い
て
は
、
巻
三
の
み
を
取
り
合
わ
せ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、［
挿
絵
］
で
示
し
た
よ
う
に
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
挿
絵
、
つ
ま
り
春
画
の
大
部
分
に
、
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
な
ど
を
、
旧
蔵
者
が
墨
で
書
き
入
れ
て
い
る
。
版
本
の
春
画
に
セ
リ
フ
な
ど
を
入
れ
て
印
刷
す
る
こ
と
は
、
菱
川
師
宣
の
艶
本
『
床
の
置
物
』（
天
和
年
間
［
一
六
八
一
～
一
六
八
四
］
刊
）
が
、
早
い
例
と
さ
れ
る）（1
（
。
ち
な
み
に
、『
艶
色
玉
簾
』
巻
三
の
春
画
に
は
、
す
べ
て
、
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
な
ど
の
書
き
入
れ
が
、
画
師
の
祐
信
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
　
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
春
画
に
お
け
る
書
き
入
れ
が
、「
木
下
五
良
太
」
に
よ
る
も
の
か
、
他
の
旧
蔵
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
艶
本
の
春
画
に
セ
リ
フ
な
ど
を
書
き
入
れ
て
印
刷
す
る
例
が
多
い
こ
と
に
な
ら
い
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
話
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
旧
蔵
者
が
、
自
分
自
身
で
、
春
画
に
セ
リ
フ
な
ど
を
書
き
入
れ
、
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る）（（
（
。
　
こ
の
よ
う
に
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
か
ら
は
、
二
種
の
「
浮
世
草
子
の
艶
本
」
を
取
り
合
わ
せ
た
り
、
春
画
に
セ
リ
フ
な
ど
を
書
き
入
れ
を
す
る
な
ど
し
て
、
艶
本
を
享
受
し
て
い
た
読
者
（
た
ち
？
）
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
三　
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
序
文
と
、
目
録
に
記
さ
れ
た
章
題
　
本
節
で
は
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
序
文
と
、
目
録
に
記
さ
れ
た
章
題
を
翻
刻
し
て
、
紹
介
す
る
。
以
下
、
小
稿
で
は
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
を
初
め
と
す
る
近
世
資
料
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
適
宜
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
り
、
句
読
点
を
付
け
る
な
ど
し
た
。『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
丁
移
り
は
、　
」
で
示
し
、
目
録
の
巻
第
二
ま
で
の
章
題
に
お
け
る
割
書
、
お
よ
び
、
巻
第
三
か
ら
の
章
題
の
改
行
は
、
／
で
示
し
た
。
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序
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
み
の
二
神
一
女
三
な
ん
を
産
給
ひ
し
よ
り
、
夫
婦
婚
合
の
道
今
に
伝
り
、
古
人
の
ぬ
れ
文
見
た
も
の
も
な
し
。
そ
れ
か
ら
そ
れ
に
お
し
ゆ
る
に
あ
ら
ね
ど
、
お
の
つ
か
ら
此
道
に
か
し
こ
く
し
や
う
じ
き
に
な
く
鳥
の
声
〴
〵
あ
か
つ
き
の
火
事
太
鼓
夜
来
拍
子
木
に
恋
の
き
ぬ
〳
〵
を
う
ら
み
、
秋
の
色
あ
る
虫
は
、
と
も
し
び
に
身
は
こ
が
せ
ど
、
恋
の
わ
か
れ
は
し
ら
ぬ
も
の
を
と
、
つ
ま
ら
ぬ
事
ま
で
を
わ
が
恋
に
思
な
ぞ
ら
へ
、
親
の
ゆ
る
し
て
あ
わ
せ
し
女
房
、
む
こ
」（
1
オ
）
入
の
娘
、
ご
け
い
り
の
ふ
る
女
、
髪
切
の
後
家
、
つ
り
出
し
の
下
女
、
よ
ば
ひ
の
お
ん
な
に
、
道
な
ら
ぬ
恋
の
一
い
ろ
、
や
せ
の
ざ
こ
ね
、
雲
の
上
に
も
恋
の
哀
を
し
る
七
夕
。
も
ろ
こ
し
に
、
ま
つ
く
ろ
ぼ
う）（1
（
と
い
ふ
も
の
は
あ
ま
さ
へ
恋
に
気
の
み
ぢ
か
く
、
わ
が
朝
の
み
る
か
る
男
、
野
ゝ
末
〳
〵
に
草
か
る
お
や
ぢ
、
山
の
奥
成
狩
人
ま
て
、
色
に
心
を
く
だ
く
ら
ん
。
世
中
に
絶
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
と
よ
み
し
は
昔
も
恋
に
身
を
よ
す
る
に
や
と
、
其
貫
之
と
い
ふ
人
も
今
見
る
や
う
に
思
ひ
候
。
人
間
万
事
さ
い
わ
う
が
心
の
駒
の
あ
ら
た
づ
な
、
ゆ
る
さ
ぬ
人
こ
そ
恋
し
り
な
れ
。　
林
睡
誤
序
」（
1
ウ
）
　
　
　
　
目　
録
　
　
　
巻
第
一
　
　
一　
春　
　
か
き
ご
し
に
つ
く
か
げ
の
は
ご
い
た
／
若
衆
女
桜
に
も
た
れ
て
み
つ
の
ゑ
ん
　
　
一　
夏　
　
こ
ば
た
た
て
ぬ
も
女
房
が
む
つ
事
／
う
け
身
お
し
ゆ
る
松
屋
が
い
つ
わ
り
　
　
一　
秋　
　
し
や
う
れ
う
ま
つ
り
に
の
そ
み
か
な
へ
る
／
ふ
た
お
や
も
ち
し
娘
を
た
ば
か
る
　
　
一　
冬　
　
中
だ
ち
し
た
る
雪
の
日
の
い
ぬ
／
鏡
を
ま
ふ
り
て
ね
ふ
る
女
　
　
一　
神
祇　
神
前
に
か
た
る
小
町
が
絵
す
が
た
／
つ
れ
な
き
娘
も
ひ
け
ば
な
び
く
」（
2
オ
）
　
　
　
第
二
28
　
　
一　
尺
教　
さ
ぜ
ん
の
お
し
ゑ
に
見
そ
め
た
る
恋
／
か
ね
た
ゝ
く
下
女
も
お
も
わ
ず
は
た
ら
く
　
　
一　
無
常　
つ
ち
く
い
の
名
を
得
し
六
蔵
が
さ
た
／
に
せ
ゆ
ふ
れ
い
の
れ
き
の
ふ
と
さ
よ
　
　
一　
旅
宿　
と
り
ち
が
へ
た
る
下
女
の
ね
ど
こ
ろ
／
そ
の
ぬ
し
し
れ
ず
し
め
て
三
ば
ん
　
　
一　
遊
女　
む
し
ん
の
い
へ
る
と
り
ん
ぼ
の
さ
た
／
い
ん
ど
う
う
け
て
ま
よ
は
ざ
る
道
　
　
一　
後
家　
わ
が
子
な
が
ら
も
は
た
ら
き
ぞ
よ
し
／
り
は
つ
に
あ
ま
る
ね
や
の
手
習
　
　
一　
ひ
く
に　
壱
寸
い
れ
候
へ
は
壱
分
だ
す
金
／
礼
金
も
と
ら
ぬ
び
く
に
が
こ
ま
ご
と
」（
2
ウ
）
　
　
　
第
三
　
　
一　
せ
い
も
ん
た
て
ゝ
も
な
く
声
の
ご
せ
／
一　
直
段
の
た
か
き
作
兵
衛
が
道
具
／
一　
お
も
ひ
を
は
ら
す
念
仏
の
に
は
／
一　
風ふう
味み
を
わ
す
れ
ぬ
遊
女
が
実しつ
心
　
　
　
第
四
　
　
一　
風
呂
屋
の
さ
う
じ
も
百
両
の
礼
金
」（
3
オ
）
／
一　
拍
子
あ
ま
り
て
ね
の
と
ま
る
三
味
　
　
　
第
五
　
　
一　
い
た
づ
ら
な
る
子
は
母
の
中
だ
ち
／
一　
作さく
都いち
が
ひ
る
ね
に
く
わ
ほ
う
成
坊
主
ね
て
女
と
な
る
　
　
一　
な
ん
に
よ
秘
会
の
大
論　
十
ケ
条
／
附リ
薬
方
色
々
」（
3
ウ
）　
　
さ
て
、
序
文
は
、「
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
み
」
の
神
々
に
よ
る
夫
婦
の
契
り
の
神
話
か
ら
説
き
起
こ
し
、
神
話
の
昔
か
ら
、
当
代
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
身
分
・
立
場
の
男
女
が
色
事
に
心
を
く
だ
く
も
の
で
あ
る
様
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
石
上
阿
希
は
、「
艶
本
の
冒
頭
に
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
神
話
を
引
く
例
は
江
戸
初
期
か
ら
見
ら
れ
る）（1
（
」
と
指
摘
し
て
い
る
。『
好
色
安
万
於
布
禰
』
で
も
、
そ
の
型
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
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と
が
う
か
が
え
る
。
　
伊
弉
諾
と
伊
弉
冉
の
夫
婦
の
契
り
、「
一
女
三
男
」
の
神
々
の
誕
生
な
ど
に
触
れ
つ
つ
、
神
話
の
昔
の
色
事
の
始
ま
り
か
ら
、
当
代
の
色
事
の
盛
ん
な
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
類
似
例
と
し
て
、
吉
田
半
兵
衛
画
、
酒
楽
軒
序
『
好
色
伊
勢
物
語
』（
貞
享
三
年
［
一
六
八
六
］
刊
、
永
田
長
兵
衛
・
西
村
半
兵
衛
版
）
の
序
文
の
一
部
を
引
い
て
お
く
。
夫それ
、
色いろ
道みち
は
、
む
か
し
、
伊い
ざ
な
ぎ
弉
諾
伊いざ
な
み
の
み
こ
と
弉
並
尊
共みと
の
ま
ぐ
ば
い
夫
婦
し
給
ひ
て
、（
中
略
）
男なん
に
よ女
交かう
〴合〵
の
道
は
じ
ま
れ
り
、
と
。（
中
略
）
こ
ゝ
に
清すま
し
て
、
子し
細さい
ら
し
き
は
至いたつ
て
親おや
じ仁
と
な
り
、
酔ゑい
て
鈍にぶ
き
も
の
は
、
う
か
れ
て
好
色
男
と
よ
ば
る
ゝ
あ
り
て
、
中
比
、
中なか
嶋じま
の
う
き
（
一
オ
）
世
橋ばし
の
も
と
に
て
、
一
女によ
三
男なん
に
逢あひ
給
ひ
し
、（
中
略
）
是
よ
り
情なさけ
の
道
ひ
ろ
く
泥なづみ
（
後
略）（1
（
）
　
ま
た
、
菱
川
師
宣
の
艶
本
『
恋
の
は
な
む
ら
さ
き
』（
天
和
三
年
［
一
六
八
三
］
刊
）
の
序
文
も
、
天
の
浮
き
橋
で
の
二
神
の
契
り
よ
り
恋
の
道
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
書
き
起
こ
し
、「
人
間
万
事
」
と
い
う
表
現
で
結
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
序
文
と
類
似
し
て
い
る
た
め
、
次
に
一
部
を
引
く
。
む
か
し
〳
〵
う
き
は
し
の
も
と
よ
り
、
恋
と
い
ふ
お
か
し
き
こ
と
し
て
そ
の
た
ね
を
ま
き
ち
ら
し
給
ふ
に
よ
り
、
末すゑ
の
世
に
は
び
こ
り
て
人
と
成
ぬ
。（
中
略
）
人
間
万
事
双
六
さ
い
と
打
と
め
訖）（1
（
。
　
以
上
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
序
文
と
、
他
の
艶
本
、
好
色
本
の
序
文
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
。
序
者
の
「
林
睡
」
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
　
章
題
に
つ
い
て
は
、
巻
第
一
か
ら
第
二
の
「
遊
女
」
の
あ
た
り
ま
で
は
、
歌
集
の
部
立
て
や
和
歌
な
ど
の
題
を
思
わ
せ
る
言
葉
が
、
章
題
の
上
に
付
い
て
い
る
。「
遊
女
」
に
続
い
て
、「
後
家
」「
ひ
く
に
」
な
ど
、
近
世
の
好
色
風
俗
の
女
性
を
列
挙
す
る
。
第
三
か
ら
は
、
章
題
の
上
の
言
葉
は
付
い
て
お
ら
ず
、
や
や
不
統
一
な
印
象
を
与
え
る
。
　
ま
た
、
目
録
の
章
題
と
、
本
文
の
各
話
前
に
付
け
ら
れ
た
章
題
に
つ
い
て
は
、
巻
第
三
以
外
の
巻
に
お
い
て
、
文
言
に
小
異
が
見
出
せ
る
30
が
、
一
々
の
異
同
の
指
摘
は
省
略
す
る
。
四　
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
巻
五
に
お
け
る
養
生
書
『
黄
素
妙
論
』
の
受
容
　
本
節
で
は
、
前
節
の
目
録
で
挙
げ
た
巻
第
五
の
「
一　
な
ん
に
よ
秘
会
の
大
論　
十
ケ
条
／
附リ
薬
方
色
々
」
を
取
り
上
げ
、
養
生
書
『
黄
素
妙
論
』
の
受
容
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
当
該
部
分
は
、
50
オ
～
56
ウ
で
、
巻
末
の
六
丁
分
に
当
た
る
。
本
文
の
章
題
で
は
、「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
と
あ
り
、
在
原
業
平
が
、
美
女
に
、
男
女
の
房
中
の
秘
伝
と
、
房
事
に
効
能
の
あ
る
薬
の
製
法
に
つ
い
て
問
う
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
　
そ
の
形
式
、
お
よ
び
、
内
容
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
著
名
な
医
師
曲
直
瀬
道
三
が
、
天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
）
に
松
永
弾
正
に
献
上
し
た
（
成
立
年
は
不
明
）
房
中
に
関
わ
る
養
生
書
『
黄
素
妙
論
』
に
、直
接
ま
た
は
間
接
的
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。『
黄
素
妙
論
』
は
、
明
の
嘉
靖
一
五
年
（
一
五
三
六
）
刊
の
『
素
女
妙
論
』
を
道
三
が
抄
出
和
訳
し
た
も
の
で
、『
黄
素
妙
論
』
で
は
、
黄
帝
が
房
中
術
に
通
じ
た
神
女
で
あ
る
素
女
に
房
中
の
秘
伝
を
問
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
　
石
上
阿
希
は
、『
黄
素
妙
論
』
が
絵
巻
、
写
本
、
版
本
な
ど
で
広
く
流
布
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
近
世
期
通
し
て
艶
本
に
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
受
容
は
、
主
に
上
方
の
艶
本
を
中
心
に
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
し
、
ま
た
版
本
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
六
種
に
整
理
し
て
い
る）（1
（
。『
好
色
安
万
於
布
禰
』
は
、前
述
し
た
江
戸
の
出
版
と
い
う
推
測
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
江
戸
の
艶
本
に
お
け
る
『
黄
素
妙
論
』
の
受
容
例
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
　
以
下
、
今
少
し
具
体
的
に
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
に
お
け
る
『
黄
素
妙
論
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。『
黄
素
妙
論
』
に
つ
い
て
は
、
石
上
が
整
理
し
た
版
本
の
六
種
の
諸
本
の
内
、
江
戸
前
期
京
都
長
島
与
三
郎
復
刻
本
（
以
下
「
長
島
本
」）（
大
本
一
冊
）（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン）（1
（
）
の
本
文
と
の
比
較
を
行
っ
た
が
、
便
宜
上
、
文
化
五
年
跋
の
復
刻
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本
（
以
下
「
文
化
五
年
本
」）（
中
本
一
冊
）（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
富
士
川
文
庫）（1
（
）
掲
載
の
目
次
も
参
照
し
、
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
が
利
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
部
分
を
、
文
化
五
年
本
の
目
次
掲
載
の
題）（1
（
で
示
す
。
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
の
冒
頭
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
り
ひ
ら
美
女
に
問Ａ
て
の
た
ま
は
く
、
男
女
の
け
う
か
う
の
ひ
く
わ
ひ
は
い
か
ん
。
女
こＢ
た
へ
て
い
わ
く
、
天Ｃ
地
ゐ
ん
や
う
け
う
が
う
せ
す
し
て
、
万
物
生
せ
す
。
男Ｄ
女
の
け
う
が
う
せ
ざ
る
と
き
、
じ
ん
り
ん
め
つ
し
て
、
子
そ
ん
と
い
ふ
事
も
な
し
。
し
か
り
と
い
へ
共
、
け
う
が
う
す
る
に
ひ
て
ん
よ
う
じ
ゆ
つ
あ
り
。
こ
れ
ま
こ
と
に
よ
う
」（
50
オ
）
じ
や
う
の
めＥ
う
だ
う
な
り
。
君
し
ろ
し
め
し
た
る
や
い
な
や
。
御
た
づ
ね
候
へ
か
し
。
一Ｆ
々
に
の
べ
申
さ
ん
。
　
こ
こ
で
は
、
美
女
が
、
男
女
の
交
合
は
、
子
孫
を
生
む
た
め
に
必
要
な
営
み
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
、
そ
の
交
合
に
は
秘
伝
が
あ
り
、
養
生
の
妙
道
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
　
こ
れ
は
、
次
に
引
用
す
る
『
黄
素
妙
論
』
の
「
交
合
和
違
」（
女
性
が
交
合
を
望
む
徴
候
に
関
す
る
五
つ
の
秘
伝
を
説
い
た
箇
所
）
の
冒
頭
を
、
適
宜
、
省
略
・
改
変
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
の
冒
頭
と
類
似
す
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
、
対
比
し
た
。
く
は
う
て
い
とＡ
ふ
て
の
た
ま
は
く
、
お
と
こ
を
ん
な
の
ま
し
は
り
和
違
い
か
ん
。
そ
ぢ
よ
こＢ
た
へ
て
い
は
く
、
そ
れ
て
ん
ち
い
ん
や
う
か
う
が
う
し
て
は
万
物
を
し
や
う
じ
、
な
ん
に
よ
の
い
ん
や
う
ま
し
は
り
あ
ひ
て
し
そ
ん
を
し
や
う
す
。
し
か
る
あ
ひ
だ
、
てＣ
ん
ち
の
ゐ
ん
や
う
ま
し
は
ら
ざ
る
時
は
、
四
時
な
ら
す
。
ばＣ
ん
も
つ
し
や
う
ぜ
す
。
男Ｄ
女
の
い
ん
や
う
あ
は
さ
る
時
は
、
じ
ん
り
ん
め
つ
し
て
、
し
そ
ん
た
ゆ
る
。
し
か
り
と
い
へ
と
も
、
く
は
い
か
う
す
る
に
ひ
て
ん
の
よ
う
じ
ゆ
つ
あ
り
。
こ
れ
ま
こ
と
に
や
う
じ
ゆ
つ
の
お
う
ぎ
、
や
ま
ひ
を
い
や
す
めＥ
う
ど
う
な
り
。
い
ま
こＦ
と
〳
〵
く
こ
れ
を
の
へ
ん
。
　
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
で
は
、
先
に
引
用
し
た
冒
頭
部
に
続
き
、
美
女
が
、
女
性
が
交
合
を
望
む
徴
候
に
32
関
す
る
五
つ
の
秘
伝
を
語
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
、『
黄
素
妙
論
』
の
「
交
合
和
違
」
の
本
文
を
適
宜
省
略
・
改
変
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
五
番
目
の
秘
伝
の
み
、『
黄
素
妙
論
』
の
「
交
合
和
違
」
お
よ
び
そ
の
他
の
箇
所
に
も
見
出
せ
な
い
内
容
の
本
文
が
一
部
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
五
番
目
の
秘
伝
の
後
に
、『
黄
素
妙
論
』
の
「
交
合
和
違
」
で
は
な
く
、「
浅
深
利
害
損
益
之
弁
」
の
本
文
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
　
そ
れ
に
続
い
て
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
で
は
、『
黄
素
妙
論
』
の
「
八
深
六
浅
一
深
之
論
」、「
五
傷
之
法
」、
「
淫
情
十
動
之
侯
」、「
交
所
吉
凶
之
弁
」、「
房
中
薬
術
」
か
ら
の
引
用
が
見
出
せ
る
が
、
い
ず
れ
も
適
宜
、
省
略
・
改
変
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
「
房
中
薬
術
」
に
つ
い
て
は
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
で
は
、『
黄
素
妙
論
』
と
同
じ
薬
で
あ
っ
て
も
、
製
法
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
黄
素
妙
論
』
で
は
、
心
の
深
い
女
性
に
使
用
す
る
「
緑
鶯
膏
」
の
製
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
○
ち
や
う
じ　
三
り
う　
○
さ
ん
せ
う　
四
り
う　
○
さ
い
し
ん　
○
り
う
こ
つ　
○
か
い
へ
う
せ
う　
○
み
や
う
ば
ん　
を
の
〳
〵
す
こ
し
は
か
り　
　
右
六
い
ろ
を
こ
ま
か
に
ふ
る
ひ
て
（
後
略
）
　
一
方
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
で
は
、「
緑
鶯
膏
」
の
製
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。『
黄
素
妙
論
』
と
重
な
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。
一　
し
や
う
さ
ん　
一　
ふ
し　
一　
り
う
こ
つ　
一　
い
か
の
こ
う　
一　
さ
い
し
ん　
一　
み
や
う
ば
ん　
一　
さ
ん
し
や
う　
三
つ
ぶ　
此
七
い
ろ
を
粉
に
し
て
（
後
略
）
　
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
薬
で
あ
っ
て
も
製
法
に
異
同
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
で
は
、『
黄
素
妙
論
』
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
え
、
適
宜
省
略
・
改
変
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
に
、
独
自
の
本
文
や
、
薬
の
製
法
に
異
同
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
、『
黄
素
妙
論
』
を
利
用
し
た
別
の
艶
本
な
ど
を
参
照
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
第
五
「
な
り
平
秘
密
の
丹
論
」
が
、
江
戸
の
艶
本
に
お
け
る
『
黄
素
妙
論
』
の
受
容
例
と
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
五　
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
挿
絵
　
第
一
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
挿
絵
の
画
風
は
、
菱
川
師
宣
風
で
あ
る
。
次
に
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
挿
絵
の
事
例
を
示
し
、
師
宣
の
絵
と
並
べ
て
み
る
。
　
図
2
は
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
巻
一
ノ
一
に
お
け
る
、
隣
同
士
の
十
六
歳
の
若
い
男
女
が
親
達
の
目
を
盗
ん
で
忍
び
逢
う
場
面
を
描
く
挿
絵
で
あ
る
。
若
衆
が
し
ゃ
が
ん
だ
姿
で
若
い
娘
を
口
説
く
姿
は
、
師
宣
の
艶
本
に
も
見
出
せ
る
。
図
3
は
、
男
女
の
相
性
を
説
い
た
師
宣
図 2　『好色安万於布禰』巻一ノ一（ ６オ）
図 3　菱川師宣『雑書枕』
3（
画
の
艶
本
『
雑
書
枕
』（
延
宝
六
年
［
一
六
七
八
］
刊
）
の
挿
絵
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
艶
本
資
料
」
よ
り
掲
載
）
で
あ
る
。
人
物
の
顔
な
ど
の
画
風
も
若
干
異
な
る
が
、
類
似
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
師
宣
以
外
の
絵
師
が
図
2
を
描
い
た
と
し
て
も
、
図
3
の
よ
う
な
師
宣
の
挿
絵
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
　
ま
た
、
図
（
は
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
巻
二
ノ
一
に
お
け
る
、
比
丘
尼
と
寺
の
住
持
と
の
情
事
を
描
い
た
春
画
の
一
部
で
あ
る
。
比
丘
尼
の
情
事
を
描
い
た
春
画
も
、
師
宣
の
艶
本
に
見
出
せ
る
。
図
5
は
、
師
宣
画
の
艶
本
『
好
色
い
と
柳
』（
元
禄
頃
刊
）
の
春
画
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
艶
本
資
料
」
よ
り
掲
載
）
の
一
部
で
あ
る
。『
好
色
い
と
柳
』
は
、「
各
頁
の
上
段
を
左
右
に
二
分
し
て
、
左
に
見
出
し
と
コ
マ
絵
、
右
に
そ
の
絵
の
解
説
と
し
て
遊
女
、
茶
屋
女
、
素
人
女
な
ど
と
の
口
説
き
の
か
け
ひ
き
を
述
べ
下
段
に
春
画
を
入
れ）11
（
」
た
も
の
で
あ
る
。
図
5
は
、
若
い
男
が
比
丘
尼
の
口
説
き
に
成
功
し
て
情
事
に
至
っ
た
様
子
を
描
く
。
図
（
と
図
5
は
、
比
丘
尼
の
表
情
や
腕
の
描
写
、
男
の
口
、
腕
、
背
中
の
描
写
に
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
図
（
が
師
宣
画
と
は
断
定
で
き
な
い
。
図 4　『好色安万於布禰』巻二ノ一（15ウ）
図 5　菱川師宣『好色いと柳』上巻
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な
お
、
今
一
点
、
図
版
掲
載
は
省
略
す
る
が
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
巻
四
ノ
二
の
春
画
（
（3
ウ
、
（（
オ
）
と
、
師
宣
の
春
画
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。『
好
色
安
万
於
布
禰
』
巻
四
ノ
二
で
は
、
盲
目
の
女
芸
人
で
あ
る
若
い
瞽
女
の
家
に
、
男
が
忍
ん
で
情
事
に
及
ぼ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
年
配
の
瞽
女
が
同
じ
座
敷
に
寝
て
い
る
た
め
、
若
い
瞽
女
が
、
男
の
膝
の
上
に
座
り
、
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
色
事
を
し
て
、
年
配
の
瞽
女
の
手
前
を
ご
ま
か
す
。
挿
絵
で
は
、
そ
の
場
面
の
春
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
男
性
の
膝
の
上
に
乗
り
、
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
色
事
を
す
る
春
画
に
つ
い
て
は
、
男
女
の
色
事
の
様
々
な
方
法
を
集
め
て
描
い
た
師
宣
の
艶
本
『
恋
の
む
つ
ご
と
四
十
八
手
』（
延
宝
七
年
［
一
六
七
九
］
刊
）
の
「
曲
茶
臼
」
に
描
か
れ
て
い
る
。
白
倉
敬
彦
は
、
こ
の
「
曲
茶
臼
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
目
立
っ
た
趣
向
な
の
で
、
後
続
作
も
多
い
け
れ
ど
、
知
ら
れ
た
図
柄
だ
け
に
そ
の
力
量
が
計
ら
れ
る
分
、
誰
も
が
描
く
と
い
っ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
こ
う
し
た
図
柄
の
追
跡
は
、
画
師
間
の
遠
近
関
係
が
見
え
て
き
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、
今
後
も
つ
と
め
て
拾
い
出
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
点
で
は
、
こ
う
し
た
は
っ
き
り
と
し
た
特
徴
の
あ
る
図
柄
は
そ
の
継
承
関
係
が
見
や
す
く
、
貴
重
な
存
在
で
あ
る）1（
（
。
　
こ
の
よ
う
な
指
摘
か
ら
も
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
画
師
と
師
宣
の
挿
絵
の
近
さ
は
想
定
出
来
よ
う
。
以
上
の
事
例
か
ら
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
挿
絵
を
、
現
時
点
で
は
「
師
宣
風
」
と
し
て
お
く
。
し
か
し
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
の
春
画
の
中
に
は
、
や
や
稚
拙
に
見
え
る
挿
絵
も
混
じ
っ
て
お
り
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
　
な
お
、
前
述
し
た
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
、
本
書
の
刊
年
を
「
元
禄
年
間
刊
？
」
と
し
て
い
る
の
も
、「
師
宣
風
」
の
挿
絵
か
ら
見
て
妥
当
だ
と
考
え
る
。
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六　
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
　
以
上
、
小
稿
で
は
、
未
紹
介
の
艶
本
『
好
色
安
万
於
布
禰
』
に
つ
い
て
、
祐
信
画
の
艶
本
『
艶
色
玉
簾
』
と
の
取
り
合
わ
せ
や
、
春
画
に
セ
リ
フ
な
ど
を
書
き
込
む
享
受
の
あ
り
方
、
養
生
書
『
黄
素
妙
論
』
の
受
容
、「
師
宣
風
」
の
挿
絵
な
ど
、
現
時
点
で
気
付
い
た
こ
と
を
点
描
し
た
。
　
一
方
、
今
回
は
、
肝
心
の
「
浮
世
草
子
の
艶
本
」
と
し
て
の
本
作
の
作
風
に
つ
い
て
、
十
分
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
概
し
て
、
男
女
の
色
事
の
露
骨
な
描
写
に
主
眼
を
置
い
た
話
、
艶
笑
譚
的
な
話
が
多
い
が
、
中
に
は
、
同
時
代
の
作
品
と
の
比
較
検
討
が
必
要
な
話
も
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
巻
二
ノ
四
「
遊
女
」
と
、
巻
三
ノ
四
「
風ふう
味み
を
わ
す
れ
ぬ
遊
女
が
実じつ
心
」
で
は
、
い
ず
れ
も
吉
原
の
遊
女
を
登
場
さ
せ
、「
ゆ
ふ
ぢ
よ
に
じ
つ
な
し
と
、
い
ひ
そ
め
し
や
つ
こ
そ
に
く
け
れ
」（
巻
二
ノ
四
、
22
オ
）、「
う
か
れ
め
に
じ
つ
な
し
と
い
へ
れ
ど
、
さ
に
あ
ら
ず
」
（
巻
三
ノ
四
、
36
ウ
）
と
い
っ
た
「
遊
女
の
誠
」
を
説
く
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
「
遊
女
の
誠
」
は
、
延
宝
期
頃
か
ら
遊
女
評
判
記
で
説
か
れ
、
そ
の
影
響
下
に
、
貞
享
期
頃
の
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
や
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
な
ど
で
も
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る）11
（
。『
好
色
安
万
於
布
禰
』
巻
二
ノ
四
、三
ノ
四
に
見
え
る
「
遊
女
の
誠
」
に
つ
い
て
の
文
章
も
、
そ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
、
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
西
鶴
や
近
松
の
作
品
に
お
け
る
「
遊
女
の
誠
」
に
比
し
て
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
巻
二
ノ
四
、三
ノ
四
で
は
、
そ
の
「
誠
」
が
、
肉
体
的
、
性
的
な
側
面
を
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
巻
二
ノ
四
は
、
遊
女
が
客
に
、
遊
女
と
の
床
入
り
で
の
秘
伝
を
身
を
以
て
教
え
て
客
を
喜
ば
せ
、
客
は
他
の
遊
女
と
の
床
入
り
で
も
そ
の
秘
伝
を
試
し
て
う
ま
く
い
っ
た
と
い
う
話
、
巻
三
ノ
四
は
、
吉
原
の
客
で
あ
る
医
者
が
長
崎
で
入
手
し
た
房
中
薬
を
遊
女
と
の
情
事
に
利
用
し
て
、
遊
女
を
夢
中
に
さ
せ
た
と
い
っ
た
話
で
、
薬
の
製
法
ま
で
記
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
遊
廓
版
『
黄
素
妙
論
』
と
で
も
言
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う
べ
き
趣
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
話
に
つ
い
て
は
、「
遊
女
の
誠
」
を
説
い
た
り
、
床
入
り
の
秘
伝
を
説
く
遊
女
評
判
記
類
や
茶
屋
案
内
記
類
な
ど
と
の
関
連
も
想
定
出
来
よ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
に
つ
い
て
は
、
春
画
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
他
作
品
・
他
資
料
（
好
色
物
・
艶
本
以
外
の
作
品
や
資
料
も
含
む
）
を
視
野
に
入
れ
た
作
風
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
、
稿
を
締
め
括
り
た
い
。
注（1
）　
石
上
阿
希
編
『
西
川
祐
信
を
読
む　
西
川
祐
信
研
究
会
論
文
集
』（
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
平
成
25
・
3
）
所
収
、
白
倉
敬
彦
編
「
西
川
祐
信
春
画
目
録
」
115
頁
な
ど
参
照
。　
（
2
）　
林
美
一
『
艶
本
江
戸
文
学
史
』（
河
出
書
房
新
社
、
平
成
3
・
8
）
（0
頁
に
お
い
て
、
浮
世
草
子
の
「
好
色
物
中
の
艶
本
的
性
格
を
持
つ
作
品
の
謂
」
と
い
う
定
義
で
使
用
さ
れ
た
用
語
。
（
3
）　
自
笑
と
其
磧
の
確
執
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
昭
和
（（
・
3
）「
第
二
章　
其
磧
・
自
笑
確
執
期
（
正
徳
初
～
享
保
三
年
）」
285
～
32（
頁
参
照
。
（
（
）　
松
平
進
「
祐
信
絵
本
の
版
行
と
普
及
」
7
頁
（『
浮
世
絵
芸
術
』
53　
日
本
浮
世
絵
学
会
、
昭
和
52
・
9
）。
（
5
）　http://base1.nijl.ac.jp/infolib/m
eta_pub/CsvSearch.cgi
、
平
成
28
年
11
月
28
日
閲
覧
。
（
6
）　
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
平
成
元
・
9
）「
引
用
書
目
一
覧
」
17
頁
に
「
日
本
艶
本
目
録
（
未
定
稿
）（
林
美
一
、
国
書
研
究
室
蔵
、
稿
本
）」
と
あ
る
。
（
7
）　http://w
w
w
.dh-jac.net/db1/ehoncatalogue/about.php
、
平
成
28
年
11
月
28
日
閲
覧
。
（
8
）　
永
青
文
庫
で
の
盛
況
に
つ
い
て
は
、
京
都
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版
（
平
成
27
年
12
月
22
日
）
の
記
事
、
細
見
美
術
館
で
の
盛
況
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版
（
平
成
28
年
3
月
7
日
）
の
記
事
な
ど
参
照
。
38
（
9
）　
林
美
一
著
、
中
野
三
敏
・
小
林
忠
監
修
『
林
美
一　
江
戸
艶
本
集
成
第
一
巻　
菱
川
師
宣
・
西
川
祐
信
』（
河
出
書
房
新
社
、
平
成
25
・
3
）
所
収
「
菱
川
師
宣
の
生
涯
」
63
～
67
頁
、「
夜
の
師
宣
（
全
艶
本
作
品
の
解
題
）」
80
～
135
頁
な
ど
参
照
。
（
10
）　
『
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ａ
』（
永
青
文
庫　
春
画
展
図
録
）（
春
画
展
日
本
開
催
実
行
委
員
会
編
、
平
成
27
）
256
頁
参
照
。　
（
11
）　
注（
9
）前
掲
書
308
頁
掲
載
の
師
宣
『
表
四
十
八
手
』（
延
宝
七
年
［
一
六
七
九
］
刊
）
の
「
明
別
（
あ
け
の
わ
か
れ
）」
な
ど
に
も
後
人
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
艶
本
に
お
け
る
後
人
の
書
き
入
れ
は
珍
し
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、『
好
色
安
万
於
布
禰
』
で
は
、
後
人
の
書
き
入
れ
が
春
画
全
般
に
わ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
（
12
）　
「
ま
つ
く
ろ
ぼ
う
」
は
意
味
未
詳
。
（
13
）　
石
上
阿
希
『
日
本
の
春
画
・
艶
本
研
究
』
第
一
部
第
一
章
「
日
本
春
画
に
お
け
る
外
来
思
想
の
受
容
と
展
開
」
（6
頁
。
（
1（
）　
吉
田
幸
一
編
『
好
色
伊
勢
物
語
』（
古
典
文
庫
、
昭
和
57
・
3
）
翻
刻
編
9
、
10
頁
。
（
15
）　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
艶
本
資
料
」（http://db.nichibun.ac.jp/ja/category/enbon.htm
l
）。
（
16
）　
注（
13
）前
掲
書
第
一
部
第
二
章
「
中
国
養
生
書
と
艶
本
─
『
黄
素
妙
論
』
の
受
容
を
中
心
に
」
55
～
89
頁
。
（
17
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/25（183（
（
18
）　http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/m
g5/im
age/m
g5shf/m
g5sh0035.htm
（
19
）　
文
化
五
年
本
の
目
次
掲
載
の
題
は
、
次
の
通
り
。
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。「
天
真
論
」「
交
合
和
違
」「
九
勢
之
要
術
」「
浅
深
利
害
損
益
之
弁
」「
八
深
六
浅
一
深
之
論
」「
五
傷
之
法
」「
淫
情
十
動
之
侯
」「
時
節
善
悪
之
弁
」「
交
所
吉
凶
之
弁
」「
房
中
之
薬
術
」「
道
三
之
跋
」。
（
20
）　
注（
9
）前
掲
書
118
頁
。
（
21
）　
白
倉
敬
彦
『
春
画
の
色
恋　
江
戸
の
む
つ
ご
と
「
四
十
八
手
」
の
世
界
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
27
・
9
）
72
頁
。
（
22
）　
拙
稿
「『
世
継
曽
我
』
廓
場
考
」（『
女
子
大
国
文
』
125
号
、
平
成
11
・
6
）、「
近
松
浄
瑠
璃
『
三
世
相
』
小
考
─
「
さ
ん
げ
物
語
」
と
遊
女
の
誠
論
を
中
心
に
─
」（『
女
子
大
国
文
』
128
号
、
平
成
12
・
12
）
な
ど
参
照
。
（
付
記
）　
小
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
諸
機
関
に
、
多
大
な
る
ご
高
配
に
あ
ず
か
39 京都女子大学図書館所蔵『好色安万於布禰』
り
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
本
学
教
授
）
